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ABSTRACT 

   Basidiomata of cryophilic fungus, Pistillaria petasitidis were collected in Sukayu, Aomori city, Japan 

at 9th July in 2022. This observation suggested that this fungus is active from July to May in the collected 

locality. Similar findings were reported from Higashidori in Aomori prefecture and Sapporo in Hokkaido, 

Japan. 
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1. はじめに

担子菌 ガマノホタケ科（Typhulaceae）に属する菌類は，低温環境に適応した代表的な氷雪菌類 1)

である．本科は，近年の分子系統解析により広義のヒラタケ科（Pleurotineae）に含まれることが明

らかとなり 2)，この結果，Olariagata ら 2, 3)は，本科のタイプ種であるアカエガマノホタケ Typhula 

phacorrhiza（＝Macrotyphula phacorrhiza）を含むクダタケ属（Macrotyphula）は，Phyllotopsidaceae に

移動し，新たにフユガレガマノホタケ（Typhula incarnata）をガマノホタケ科・ガマノホタケ属

（Typhula）のタイプ種とした． 

ガマノホタケモドキ属（Pistillaria）は，柄と子実層を有する子実体頭部が明瞭ではなく，これに

よりガマノホタケ属とは区別されるが 4)，長らく菌核を形成しない種 5)と誤解されていた．本属の

多くは腐生種であり 6, 7)，国内に見られる代表的な本属にフキガマノホタケモドキ（Pistillaria 

petasitidis）がある．本種は，系統解析によりガマノホタケ属と同一のクレードを形成しするが 8)，

その生活史の多くは不明である． 

筆者は，青森県内における氷雪菌類の分布調査の過程で，夏季に形成される本種子実体を観察し
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た．同様の事例が少ないことから，本記録を報告する． 

 

2. 観察記録 

2022 年 7 月 9 日，青森県青森市荒川の酸ケ湯駐車場から東北大学植物園八甲田山分園に至る小

道の笹薮にてガマノホタケ科菌類と思われる子実体を採集した（図 1）． 

基質は前年のアキタブキ

の茎であり，本科既知種との

外形の類似性から，フキガマ

ノホタケモドキと判断した． 

また，顕微鏡観察では，胞

子を確認することができず，

今回採集した標本は，未成熟

であった． 

3. 既報との比較 

ガマノホタケ属・ガマノホ

タケモドキ属は，積雪前に子

実体を形成・胞子散布をおこ

ない，積雪下など低温環境で菌糸体が成長する．酸ケ湯に設置されている気象データから，例年融

雪は 6 月で，10 月中旬から降雪が確認される 9)．今回の観察からフキガマノホタケモドキは，融雪

から 1～2ヶ月で子実体を形成し，3 ヶ月程度無雪環境で活動する可能性を見出した．  

本種の子実体発生時期に関する記録は少ないが，2007 年 7 月 16 日に青森県東通村にて確認され

ており 10)，弘前大学農学生命科学部付属白神自然環境研究センターにおける子実体発生時期は，夏

および秋である 11)．また，北海道における本種の子実体発生時期は，7 月から 9 月 12)あるいは，7

月中旬から 9 月下旬である 13, 14)．これらの記録から，今回の記録が例外的でないことが分かる．こ

れ以外にもガマノホタケの一種（標本番号 TNS-F-27229）が 1993年 7 月 12 日に石川県金沢市で採

集されている 15)． 
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図 1 青森市酸ケ湯にて採集したフキガマノホタケモドキ 
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要 旨 

2022 年 7月 9 日，青森県青森市酸ケ湯にてフキガマノホタケモドキの子実体を採集し，既報との

発生時期の比較をおこなった．本種は青森県内および北海道にて 7月からその記録があることから，

今回の観察が例外的な記録で無いことを確認すると共に，本種が採集地にて無雪期の約 3カ月程度

活動する可能性を見出した． 
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